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中山間地に居住する高齢者の

コンビュータリテラシーに関する詳細分析
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AnIn帽DepthAnalysis on a Computer Literacy of Older P，ωple in Mountainous Areas 
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Some of local administrations in mountainous areas become tried to send for 

older people the information concerning the social welfare and other administr仕

tion through a computer network. In order to accomplish those trials， older peo-

ple are required the ability to operate a computer. 

Therefore， the objectives of this study isωdiscuss on the support for older 

people using a computer， the actual conditions of their operating performance 

and the problem when using it through analysis on their computer literacy in 

mountainous areas. 

We could find out the methods for guidance to operate a computer to them， 

temporal change of their attitude of a computer， desirable information contents 

for them and so on. 
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1.はじめに

中山間地域の過疎化および高齢化は急速に進展

している.1998年現在，わが閣の65才以上の人口

割合は16.2%であり 2015年には25%を超えると

予測されている 1)

しかし，現在でも中山間地域の高齢化は進んで

おり，すでに30%を大きく越えた町村も多い.こ

のような中山間地域では住居は点在しており，地

域のコミュニティが崩壊している地区もみられる.

一方，都市部における情報の高度化は魚、激に進展

しており，中山間地域と都市部の情報や行政サー

ピスの格差は広がる一方である.

アメリカ，パージニア州の小さな町ブラックス

パーグでは1992年町が町民に低価格マのインター

ネットサ}ピスを始め インターネットによる高

齢者福祉情報提供を開始している 2)また， コロ

ラド州の山間地にある過疎の町テルユライドでは

1990年代前半よりパソコン情報通信網を整備し，

町の活性化に取り組んでいる 3)都会から離れて
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いても，インターネットを利用して在宅勤務が可

能になり，若い人たちの定着が顕著であると報告

されている.

一方，我が閣では困，地方公共団体，民間企業

など，官民が協力して過疎地域に謄住する高齢者

を対象とした補祉行政にコンピュ…タネットワ…

クシステムを用いる可能性を実験・研究している.

富山県の山田村，福島県の葛尾村等の取り組みは

先進的である.今後，過疎化した中山岡地域に賠

住する高齢者を対象とした福祉行政にコンピュー

タネットワークを活用することが大きな課題になっ

てくる.たとえば，医療福祉や行政に係わるさま

ざまな情報がコンビュ…タネットワ…クを使って

発倍されるようになるであろう.また，高齢者や

非高齢者もさまがまな情報を自ら発儒，収集する

コンピュ}タ操作技術が求められるようになる.

前述したアメリカのニ町，日本の二村のいずれに

おいても，住民，特に高齢者自らのコンピュ}タ

利用が大きな課題であった.アメリカでは，コン

ピュ…タ知識を持った大学生や地元住民のボラン

テイアによる指導が大きな効果を上げたことを報

告している.問時に，通信施設や支援体制も含め

たソブトの整備が早急に求められる.

2.既存の調査研究と本研究の目的

( 1 )高齢者とコンピュータに関宮る既存の調査

研究

高齢者のコンピュータ通信やこ3ンピュータリチ

ラシーなどに関する調査・研究は多く見られるよ

うになった.ここでは，特に，コンピュ…タ操作.

コンビュータによるコミュニケ…ション，コンビュー

タによる福祉行政などに注目して調部所究のレビュー

を行う.

まず，コンピュ}タ操作に関しては，実験的研

究が多い.

Neff Walkerら4)やMichaelBohanら5)は，加

齢とともにコンピュ…タ操作能力は衰えることを，

マウス操作やトラックボール操作を例として実証

し，高齢者に漉したコンピュータのインタ}フェー

スデザインの重要性を指摘している.ただし，被

験者はコンピュータを利用可能な人を対象として

おり，コンピュ]タ経験の無い人は対象としてい

ない.

Sherry E. Meadら6)は図書目録から目的とす

る闘番をコンピュ…タでオンライン検紫する場合，

既経験者の高齢者でさえも若い人に比べて間違い

易く，回復に時聞を要することを実験で示し，高

齢者に漉したシステムの構築が必要であることを

指摘している.

Sara J. Czaj aら7)は， 38人のコンピュータ未

経験者の女性 (50----90歳)を対象にそれぞれの自
宅でeメールの作成，送受信の可能性について調

査をした.この結果，もしコンピュ…タ操作が単

純であれば，高齢者はメ}ル交換を望んでいるこ

とを明らかにし，口ンピュータ環境の整備を提起

した.さらに， Sara J. Czajaら8)は，高齢者に

も適したコンピュータインターブエースヂザイン

が高齢者のコンピュータを用いた仕事の能力を高

めることを示した.

瀬戸ら 9)はコンピュータを操作する際，高齢

者が陥りやすい問題を整理，考察し，高齢者用の

通信ソフトの設計理念を提案している.特に，作

業手順，煉作方法，専門用語等について考察し，

個々について解決策を提案している.

著者ら 10)はコンビュ…タ経験のない高齢者を

対象にインターフェースの操作性について実験を

行い，高齢者には滴さないインタ}フェースを指

摘した.

次に，過疎地における行政にコンピュ}タ通信

システムを用いようとする調査研究に関しては，

小松ら 11. 1 2)の調査研究がある.寓山県の山田村

を研究対象として村役場の取り組みや住民を対象

としたコンピュータ操作の指導について報告がさ

れている.特に，ロンピュータを指導したボラン

ティアグル}プの活動が村の情報化に大きな効果

を示したことを紹介している.このボランテイア

は前述したアメリカの例でも大きな効果があった

ことが報告されている"

また，小田ら 13)は過疎地域の高齢者世帯に簡
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易な遠隔医療装置を置き，村の保健センターのホ

ストコンピュータと電話回線でリンクさせ，在宅

高齢者の健康管理に大きな成果を上げていること

を報告しいる.

最後に，コンピュータによるコミュニケーショ

ンに関する研究であるが，飯田ら 14)は，高齢者

はコンピュ…タを利用することを敬遠する傾向が

強いことをアンケート調査とインタ…ネット体験

を通じて明らかにし，今後の情報化社会の中で高

齢者のコンピュータ利用を促進する必饗性とその

ための提案を示している.また，飯田ら 15) によ

ると， 20人の高齢者を対象とした情報行動調査で

は，彼らの情報の収集源はマスメディアが一番多

く，インターネットをあげた者はいない.これは，

対象者が平均的な高齢者であるためである.しか

し，希望するインターネットサーピスとしては遠

隔医療，在宅選挙等をあげており，インターネッ

トに対する関心の強いことが伺えた.高齢者が利

用しやすい情報環境の整備の必要性を指摘している.

このように多くの研究が指摘しているように，

高齢者に適し，かつ簡単なコンピュータシステム

が必要であり，高齢者自身のコンピュ}タ操作能

力が要求されている.

(2)本研究の目的と意義

レビューしたいずれの研究も，ある一時点での

実験や調査結果を分析したものである.著者らの

関心事であるコンピュータ未経験者である高齢者

のコンピュ…タリテラシ…の変化について分析さ

れた研究は見当たらない.もし，変化が明かにさ

れれば，中山間地に代表される過疎地での福祉行

政にコンピュータシステムの適用性も考察できる.

そこで，本研究は，商齢者を対象としたコンピュー

タリテラシーの時系列変化に関するパネルデータ

を通して，中山間地に居住する高齢者のコンピュ…

タ利用の支援，利用実態，利用上の課題について

考察することを主嬰な目的としている.目的を達

成するため， 65才以上の高齢者を対象にコンピュー

タの操作指導とインタピュー調査を実施し，以下

の3つについて研究を進めた.

(1)高齢者に対するコンビュ…タの操作指導と

その効果を時系列に把握するため，パネルデ…

タの収集とその解析を行う.

(2)コンピュ}タを十分使いこなせる高齢者と

使えない商齢者の特徴について分析する.

(3)行政の情報発信や社会福祉行政へのコンピュ…

タネットワークシステムの適用性を考察する.

3.コンビュータの指導と調査の概要

( 1 )研究対象の背景

広島県の北部に位置する君田村は， 1997年より

NT'I‘と共同で「高齢者補祉のコンテンツ流通に

l-i 協議会 l 
l-1・ ! ! | |開所センタ-I -......... ..........-

".1情報管糟 1....

........・4センター.....".-
| 役場 1...・M・-F ! ¥.1日介前
l i l披センター被験者

世帯 l 

高齢者のアクセス蝋度，高齢者が必要とする情報などを調べる実験のため，情報管理センタ…

に「きみたのへやJというwwwを設置し，表…6に訴されている情報を載せている.
図-1 実験に用いるネットワ…クシステムの概要
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関するマルチメディア共同実験J(1)を開始した.

図一 1は実験を行うためのコンピュータネットワー

クシステムの概略を示している.センターはNTT
中岡支社内に設け，実験参加者はまずセンターに

アクセスし，村内の施設に入っていくシステムで

ある.

(2 )対象地域の概要

君問村は典型的な中山間地域でかつ高齢化が

34.6% 16) と大きく進展した村である.村は，都

市との情報格差を是正し，地域の活性化を計る基

盤整備，同時にコンピュ…タネットワ…クによる

1998年1月 1 -2月下旬

高齢者の
→I 40世帯に 申ヨ惨

コンビユ
ータ配布

高齢者福祉行政を進めようとしている.特に，商

齢者福祉に関して強い関心を持っている.すなわ

ち，高齢者は自宅に賠ながらインタ}ネットを用

いて福祉サーピスが受けられ，また，公共施設の

利用予約，訪問看護の依頼などができるようなサ…

ピスの供給を目指すものである.

(3 )実験参加者

共同実験は関-2に訴されるように1998年l月

からスタートした. 2月下旬までには高齢者がい

る40世帯にコンピュ…タが配布された.さらに，

10月には新たに10世帯が参加した.

3月 ?月

鰐 1聞学 第2聞学
生による 帽 9・生による -+ 
31世帯訪 26世帯訪
問指導 問指導

10世帯追加

町役場職員による定期的な講習会の

10月 1999年1月 5月 8月

第3回学 第4回学 第5聞学 第6聞学

生による "事惨 生による 叩ー' 生による 申書砂 生による
30世帯訪 20世帯筋 19世帯紡 16世帯紡
問指導 問指導 間指導 間指導

開催， 12月終了

図-2 君田村での高齢者福祉のマルチメディア共同実験におけるコンピュータ操作の指導

表-1は実験参加者の属性を示している.基本

的には65才以上を被験者対象とするが，一部65才

未満の被験者もある.これは，実験参加を希望し

た本人以外の家腕が被験者になったためである.

しかし，本研究の解析で用いたヂータは実験の

初期段階から参加したパネルヂ}タであり，新た

に参加した10世帯のヂ…タは除外している.

(4 )実験参加者数

君田村には1997年7月1日現校65才以上の在宅

高齢者数は659人である.本研究の実験参加者は

実験に参加を希議した高齢者40人である.

著者らは，サンプルの大きさが解析結果の信頼

度を決定することを十分認識している. しかし，

サンプル数の決定はサンプル理論と同時に調査に

要する費用と時間および被験者の協力も考慮しな
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表-1 年齢別実験参加者数(人)

2月に捗加した被験者

年齢 80 75 74 69 60 55 

階層 以上 -79 -70 -65 -64 -59 

人数
3 12 14 3 

(4) (8) (4) (3) 

10月に新たに参加したした被験者

年齢 80 75 74 69 60 55 

階膚 以上 -79 -70 -65 -64 -59 

人数
。2 2 

(1) (1) (1) (1) 

桟:( )内は女性の被験者を示す

50 

-54 

2 
(2) 

50 

-54 

(1) 

ければならない.小さい費用であれば，サンプル タ操作状況，会話の内容等を関-3に示される

85 

数は小さくならさfるをえない.本研究でのサンプ 式の指導日誌に記録することとした.訪問は l世

ル数決定は，小額の費用 2年間のパネルヂ…タ 帯あたり平均1時間ほどであった.なお，指導内

収集に協力を得ることのできる被験者といったこ 容は調査側から一方的に進めることはせず，被験

とが，サンプル理論より優先することになった. 者の意向を尊重する方針で進めているので，指導

( 5 )コンピュータの操作指導

村役場職員で構成された「お任せ隊Jが実験参

加者を対象にコンビュータ操作の講習会を定期的

に開催してきた.開始後3ヶ月間で7回の講習会

に23名/40世帯， 4ヶ月日には8回の講習会に21

名/40世帯の出席であった.特に， 4ヶ月日以降

にメールに関する講習を開始している.実験開始

後の講習会から参加者は少なく，高齢者のコンピュー

タを避ける傾向の強いことを確認した結果になった.

そのような中で，著者らはこれまで6回の世帯

訪問によるコンピュ…タ指導およびインタピュー

調査を行ってきている.1998年3月， 7月， 10月，

1999年1月， 5月， 8月の6時点である. 6時点

とも呉工業高等専門学校の学生数人および著者ら

が君田村に4日程度滞在し，各高齢者宅を訪問し，

コンピュータの指導を行った.学生の内1人は6

時点とも参加している.まず，篭話で訪問の約束

と訪問時間を決定した後に 訪問してコンピュー

タの操作指導を行う.指導の際，高齢者のコンピュー

日誌もそのことを反映した内容となっている.

調査は，基本的には全被験者を対象に6回繰り

返すパネルヂータとして行われた.しかし，時間

が限られていること，高齢者の都合や実験への参

被険者名

:t1U事図時

t曲末機微

君回村コンビュータ指導日誌、
記入者名(

〈サポート内容〉

(サポート時に気づいた点.~由来錬作インタフエース，

コンテンツ等について)

〈その偽〉

(住民モニタからの要望，希望M問時間等)

図-3 指導日誌の記入形式
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表… 2 解析に用いた属性別被験者数(人)

1998年 1999年
年齢階周

3月 7月 10月 1月 5月 8月

80才以上
75-79 。 。 。
70-74 9 (3) 9 (3) 9 (3) 6 8 (2) 4 

65-69 8 (4) 8 (4) 8 (4) 8 (5) 6 (4) 7 (3) 

64-60 3 (2) 3 (2) 3 (2) 2 3 (1) 

50-59 4 (4) 4 (4) 4 (4) 3 (3) 3 (3) 1 (1) 

計 26(13) 26(13) 26(13) 20 (8) 19 (9) 16 (5) 

注:( )内は女性の被験者を表す

加拒否，調資掠百，病気等により，実験に参加を

希望した全被験者を対象にすることはできていな

い.なお，各回の被験者数が図-2に示されてい

る.表… 2は各調査において解析の対象になった

被験者の属性を整理している. 3回目までは全て

の調査に参加した26名を被験者とした.この26名

の中， 65才以上が19名， 60~64才が3名， 50--59 

才が4名であった.また，男性が13名，女性が13

名である.しかし， 11ヶ月目以降の調査参加者は

大きく減少し， 11， 15， 18ヶ月後時点の分析対象

は20，19， 16名であった.減少した被験者は26名

の中から抜けた者である.

なお，貸与されたコンピュ}タの仕様は，モニ

ター，コンピュ…タ本体，ベ…パ…タイプのパネ

ルリモ…トスイッチ，キ…ボ…ドである. また，

希望者にはマウスも貸与した.しかし，後には，

金高齢者にマウスを貸与することとなった.また，

通信料金はNTTが1998年8月まで負担し， 9月

以降各人が負担する.

(6)インタビュー調査によるパネルデータ

指導日誌の記録と同時に， 1998年3，7， 10月，

1999年1，5， 8月の6時点においては，高齢者

のコンピュータ利用に関して聞き取り調支援を行っ

た.調査項目は6時点とも同一であり，コンピュー

タについての(1)利用頻度， (2)マウス利用， (3) 

キーボード利用， (4)ホームページを見る， (5)文

書作成， (6)メールの利用度合いについてである.

1998年10月以降の各調査では情報化に対するイ

ンタピュ…調査，また10月にはコンピュ…タ利用

に関する詳細なインタピュー調査も同時に行った.

4.コンビュータ操作に関するパネルデータの分析

( 1 )実験初期における高齢者のコンピュータ操作

1998年3，7， 10月， 1999年1，5， 8月に行っ

たコンピュータの操作指噂時，日誌に記録された

短文をK]法を援用して整理したところ表-3に

示される25項目に大別?きた.表には第1回目の

操作指導時に得られた項目 iの記述割合Pi (項

目iの記述数/全記述数x100)が示されている.

コンピュータ導入の初期には，操作の説明，操

作の不慣れおよび不安積極的に取り組む意欲等

が多く記録されている.逆に，操作は慣れている

に関連した内容が記録されている割合は小さい.

コンピュ…タを使い始めた当初は，コンピュータ

に対する不安が大きく 分からないことも多いが，

口ンピュータに挑戦しようという意欲の強い高齢

者が多いと替えよう.

一方，用鰭が理解しづらい，マウスのクリック，

パネル操作の難しさを指摘する高齢者も多い.特

に，操作の不慣れでは誤った電源のオン，オフに
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表3 第1回目の訪問指導時の記述内容を

要約した項目とその記述割合(%)

県約後の項悶 % 

1.取り組む意欲 13.0 

2.操作の説明 8.9 

3.コンビュータ 7.7 

を使う家族

4.情報収集 7.3 

5.マウスの利用 6.1 

6.マウス傑作の 6.1 

不慣れ

7.機械操作の不 6.1 

慣れ

8.趣味・個人的 6.1 

な話題

9.質問 4.9 

10.コンビュータ 4.5 

の殻慣

11.ハードに問題 4.1 

12.パネルの利用 4.1 

13.理解と不灘解 4.1 

よってコンピュータの接続ができない，ダブルク

リックが難しいという記録が多かった.これらの

ことは前述した瀬戸らの報告を確認する結果となっ

た.

一方，コンピュータ導入後1ヶ月を経過してい

るためか，マウスやキーボード操作も慣れた高齢

者も多くなっている.

しかしながら，実験開始初期段階であるため，

多くの項目が記述され かつ記述割合率が小さい.

これは，コンピュ…タに対する知識が無いため，

記述内容が広がったことによる.これらの項目お

よびPiが 2回目以降どのように変化するかを

検討するため，パネルヂ}タを集計解析すること

によりコンピュータ操作の時系列変化を考察する.

(2 )コンピュータ操作の時系列変化

f項目iの記述割合Piは変化しないjという帰

無仮説に対する X2検定を行った.

岡-4のa"'""'cは X2検定で有意水準95.およ

び99%で有意な差が認められたものを示す.

嬰約後の項目 % 

14.機械に対する 2.8 

不安

15.高度な操作 2.8 

16.キ…ボード操 2.0 

作について

17.要望 2.0 

18.身体上の話 1.6 

19.パソコンを避 1.2 

ける

20.情報内容に対 1.2 

する不満 1.2 

21.メールの利用 1.2 

22.金銭上の話題 1.2 

23.その他 0.8 

24.入院・通院 0.0 

25.コンピュ…タ 0.0 

支援体制

まず aは.Piが時間とともに小さくなる項目

を示す.パネル操作，情報収集，マウス操作の不

慣れ，マウス棟作，質問といった内容は減少して

きている.なお，マウス操作が大きく減少してい

るのは，ほとんどの被験者がマウスを操作rきる
ようになり，操作時の話題にならなかったためで

ある.

次に bは，実験初期では Piは小さいが， 8 

ヶ月後の時点で高くなり，さらに15.18ヶ月後時

点で低下する項目，また，初期と大きく経過した

時点では Piが高く，中間で低くなっている項目

を示している.メールの利用，キ}ボード操作，

金銭上の話題は前者にあたり，操作の説明，腿味・

個人的な話題等は後者である.特に，メールは8

ヶ月後の時点で…番多く記述され，以降急激に減

少している.これは 4ヶ月日以降にメールの講

習が開始されたことが大きな原因であると考える.

C には，時聞が経過するとともに， Piが大き

くなる項目が戒されてる.パソコンを避ける，情

報の内容に対する不満，入院・通院などが該当す
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a) 減少した項目 トゅー質問
30 

% 25 一・ーコンビュータの

20 設置

15 
ート情報収集

10 --M-パネルの利用

一器山マウス操作の不
慣れ

5 10 15 20 1-・マウスの利用
カ月後

b) 変動した項目 • メール利用30 

% 2E • 取り組む意欲20 
一合・・操作の説明

15 
4‘ 臨- ， 

一掃.x-.趣味・個人的
な話題

;r~ぷ込 i m-E …制定一叩キ…ボ…ド操作について。 5 10 15 20 • 金銭上の話題カ月後

c )増加した項目 • パソコンを避30 
ける

% 25 
聞 情報内容に対

20 する不満

15 
一合・・入院・通院

• 10 

5 

。。 5 10 15 20 

カ月後

図-4 コンピュータリテラシ}の経時変化

る.なお，この3項目は分けて集計されているが，

情報の内容に対する不満や入院・通院を指摘した

被験者の全員がパソコンを避けるとしている.さ

らに， 11ヶ月後以降の時点でパソコンを避ける理

由として，時間が無い，電話やアァクシミリが使

利である，メ}ル相手がいない等があげられてい

る.また，情報内容に対する不満の具体的な内容

は，村の情報更新が非常に遅い，高齢者が見たい

情報がないのニつが大きな割合を占めていた.特

に，これらは8ヶ月後から指摘され，時間の経過

とともにその指摘割合が大きくなっている.

結局，コンピュータ利用の意欲があった高齢者

は， (1)実験開始の早い段階にコンピュータをあ

きらめる， (2)初めの時点では積極的にコンピュー

タ利用を考えていたが，時間とともに止めてしま

う， (3)コンピュータを利用するの 3つのグル…

プになりそうである.
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(3 )コンピュータリテラシーの変化

前節の(2 )では，高齢者は時聞ととも'ー

のタイプに分類されることがわかった.このよう

な家化は個人内変動と個人間変動に大別できる.

特に，本研究の調査結果からは個人内変動は時間

の関数で捉え，個人間変動は時間の関数で捉える

ことと同時に調査時点時点でも捉える必要がある.

しかしながら，本節(3 )と次の(4 )では，複

雑で多様なコンピュータリテラシ…の変化の構瀧

を簡単にして理解することとする.このため，指

導時，インタピュ…調査で得られたパネルデ…タ，

すなわち延べ128名の結果を用いて悶子分析を行っ

た.軸の回転はパリマックス法による.分析に用

いた変数は，パソコンの利用頻度，ホームページ

を見る，キーボード操作，マウス操作，文書作成

が5段階評価されている.数値が大きくなれば，

それぞれの変数が肯定されるように得点化されて

いる.

第1， 2 ， 3因子の各寄与率は52.5.19.4， 16.5で

あり，第2悶子までの累積寄与率は71.9である.

図-5は悶子分析結果を第 1x 2因子軸平面上に

示している.

2軸
• p c利用頻度

日ンベム
る
一
見
ホ
を
• 

1軸

h
h
l
 

ボ
川
キ

.，
 • 

図-5 コンピュータリテラシーに関する因子
分析結果

第1困子はコンピュータ操作能力，第2悶子は

コンピュータの活用肢を表していると解釈されよ

う.第1悶子はiEの方向に大きくなればコンピュー

タリテラシーが高くなる.第2因子に関しては，

正の方向に大きくなれば，コンピュータによるホー

89 

ムページを見るといったようなコンピュータに対

して受け身的な活用，負の方向に大きくなれば，

コンピュータ利用頻度が高く，キ…ボードを使っ

て文書を作成するといった積極的な活用態度であ

る.なお，第1，2因子がコンピュータリテラシ…

を示すと解釈されるので，第3因子については考

察をしない.

関-6はサンプル得点を計算し，導入後の経過

月毎にサンプjレの得点を第 1x 2因子平面上にプ

ロットしたものである.

コンビュータ導入の初期には高齢者の多くは第

3象限，および3象限付近に位慣しており，コン

ピュータ利用度は比較的高いが，操作能力は劣る

といった高齢者が圧倒的である. 5ヶ月後には利

用度は全体的に低下しているが，操作能力は向上

してきている高齢者が多くなっている.さらに，

8ヶ月， 11ヶ月後には利用度は低下している.し

かし.15ヶ月後にはコンピュータ操作能力が向上

した高齢者は多くなり，利用度の高い高齢者も見

られる.これは，一つは， 8ヶ月後までのパネル

タはすべて各国の調査に参加した者であるが，

11ヶ月後以降では調査拒奇者があり，第 3，4象

限に位置する高齢者が少なくなったためと考えら

れる.さらに18ヶ月後になると，利用頻度も低下

し，操作能力も劣るようになる高齢者が多く見ら

れる.利用しなくなると 操作法も忘れられるも

のと思われる.

(4 )情報化に対守る態度の変化

実験が開始されてコンピュータを使える高齢者

が増えてきた 8ヶ月日以降， コンピュ…タリテラ

シーに関する調査と同時に情報化に対する態度に

ついても調査を行った.81のパネルデータを用い

て因子分析を行った.調査項目は，調資開始時か

らの項目と新たに加えた(7)使いやすさ. (8)メー

ル頻度， (9)村内にいるメール友人数， (10)村外

にいるメ…ル友人数， (11)家族とのPC話題，(1

2)友人とのPC話題， (13)楽しき， (14)講習会参

加数， (15)村内のコンビュータネットワーク体制，

(16)村役場情報は分かり易いなど16変数である.
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図 6 経時別被験者の散布図

それぞれ5段階評価と実数値データを用いて因子

分析を行った.

表-4は分析結果を第1• 2 • 3因子別に示して

いる.第 1• 2 • 3 • 4因子の各寄与惑は.31.3. 

13.5. 9.4. 7.1であり，寄与率は高くないが，第

lと2悶子聞の差 2と3悶子聞の差は大きく異

なる.また，第3因子以降の都与離の変化が非常

に小さくなるので，第3因子までの考察とする.

第1因子はコンピュータを駆使できる能力，第

2因子はコンピュータ機器の操作能力を表してい

る.いずれも正の方向に大きくなれば，それぞ、れ

の能力が優れている.一方，第3凶子の正の方向

は情報化に対して傍観的な態度，負の方向は情報

化に積極的に対する態度であると解釈されよう.

情報化に対する態度は第3因子として把掛でき，

関心は大いにあるが，傍観的であるグループと，

積極的対応しようとするグル…プに別れそうであ

る.当然，無関心な層もある.
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情報化に対する態度の変化

第 1悶子 第 2悶子 第 3悶子

寄与率:31.30 寄与率:13.50 寄与率 9.38

変 数 間有償 変 数 間有償 後 数 間有償

メイル頻度 0.3553 KB操作 0.34901 P C台数増 0.5492 

文書作成 0.3503 マウス操作 0.34066 楽しい 0.4550 
PC頼度 0.3398 文脅作成 0.29676 友人と話題 0.4283 

村外(人) 0.3343 HP検無 0.23338 家族と話題

メ…ル 0.3288 使いやすい 0.16736 文書作成 0.0714 

KB操作 0.3125 メ jレ 0.14723 マウス操作 0.0282 

楽しい 0.2544 PC台数増 0.01579 KB操作 0.0159 I 

使いやすい 0.2476 響拐な情報 -0.05290 HP検紫 崎 0.0010I 

村内(人) 0.2395 楽しい -0.05931 講習会書参加 ー0.0103

家族と甑題 0.2220 村外(人) 勝 0.19733 メ…ル 句 0.0694

マウス撮作 0.2177 メイル繍度 糊 0.25570 使いやすい 制 0.0892

HP検紫 0.1450 利用頻度 幽 0.26052 村外(人) 幡 0.1265

PC合数増 0.1159 村内(人) 縛 0.27590 村内(人) 知 0.1973

友人と話題 0.0324 友人と話題 倫 0.31608 利用頻度 -0.2103 

講習会夢加 0.0223 家脹と話題 叩 0.31875 メイル頻度 岨 0.2409

容拐な情報 構 0.0442 講習会移加 同 0.33692 容易な情報 幽 0.2849

表-4

HP ホームページ

の態度を考察することにあるので，第 1x 3因子

平面上のサンプル得点の時系列変化を考察する.

KB:キーボード，

第2因子については前節までに考察してきてい

また，この節では情報化に対する高齢者

PC:パーソナルコンピュータ，
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3軸

-

e
-
・…
。
「
.

e
 

1軸• 
8 • 4 

• 
2珂

欄F• 

1軸

ること，

8ヶ丹後

• • 
-4 10 5 • ω5 

• 
嶋10

• ii

ぃ!
i
l
}
i
1
l
l
l
w

円

〆

“

円

t
v

• • • 

8 

1軸

4 • 

3軸

ょ

っ

臼

• 
畠 K1.
4¥2  ~ ~ 

18ヶ月後

-6 

1軸

8 • 4 

3軸

• • 
3 

2e 

• 
15ヶ月

問4制 6

• 
コンピュータ利用の時系列(第 1x 3因子)関-7

つd• 



92 中山間地に居住する高齢者のコンビュータリテラシーに関する詳細分析

図 7は第1x 3因子軸平面上に経過月別サンプ
ル得点を訴している.

8ヶ月後の時点ではコンピュータを駆使する能

力の優れた高齢者は少なく，情報化に対しても傍

観的な高齢者が多い.11ヶ月後以降になると，駆

使能力も向上し，かつ積極的対応の高齢者が増加

してきている.11ヶ月後以降には駆使能力が劣っ

たり，また傍観的態度の高齢者の脱落もあるが，

情報化社会に対応しようとする商齢者も多く存在

することがわかった.

5.高齢者のコンビュータ利用のタイプ

この章では，コンピュ…タ利用の経験が8ヶ月

ぐらい経た時点での 現実にできるコンピュータ

の操作技術およびコンピュータリテラシーの観点

からみた高齢者のコンピュ}タに対する態度を分

析する.サンプル紡6と非常に少ないカミコンピュー

タ棟作になれた時点における高齢者のコンピュ}

タに対する態度に関する詳細な分析を行うことは，

高齢者のコンピュ…タ操作の傾向を概観できるこ

とに意義があると考える.当然，コンピュータ利

用経験の長さとコンピュ…タリテラシ…度合いと

の関係を考察することが重要であることは十分に

認識している.このことに関しては今後調査分析

を進める予定である.

( 1 )コンピュータで収集したい情報

高齢者はどのような情報をコンピュ…タに期待

しているのかを明らかにする.コンピュ…タで収

集できれば便利であると考えている情報として，

表-5に示されているものを取り上げた.調査で

はどのような情報をコン日ュータを用いて収集で

きれば便利であるかを全て回答するよう求めてい

るので，回答パタ…ンを分析し，どのよな情報収

集を望んでいるかを把握する.このため，数最化

理論第阻類を用いた.表には分析結果が示されて

いる.

特になしのカテゴリ…が他のものより圧倒的に

大きな値を示しており，他のカテブリ}とは大き

表-5 数量化理論第3頼結果

嬰 困 重み係数

特に無し 7.1544 

65才以上 0.9228 

男性 0.5315 
別居家族との連絡 0.4531 

旅行・趣味

鴻方の知人との連絡 0.1335 

村内の知人との連絡 備 0.1179

仕事上の情報 -0.1883 

健康情報 幽 0.2272

村内の出来事 明 0.4073

買い物情報 輸 0.4327

相枇情報 情 0.4962

行政相談や情報 -0.5248 

お金に関する情報 組 0.5267

有職者 嶋 0.6556

地区の集会情報 備 0.6585

海外ニュース -0.6658 

近隣市町村の出来事 幽 0.6761

地区の行事情報 四 0.6763

相関係数 0.4828 
L幽幽幽幽幽

く異なったものである.そこで，特になしを除い

て同様な分析行った.第1，2， 3， 4軸それぞれ

の相関係数は0.386，0.264， 0.239， 0.217と小さい

ので，多くの軸の解釈が必要であるが，多くの軸

の解釈は議論を複雑にするばかりで，数量化理論

第町類の本来の目的に反すること，また被験者が

少ないため， 2軸までの考察を行う.もちろん3

軸以降の解釈も鷺要であることは十分認識している.

図 8にその結果をポす.第1軸の正の方向に

は，比較的狭い範聞での情報に関するカテブリー

が位置し，逆に負の方向には離れた家族や友人と

のコミュニケーションが位置している. 1軸は欲

しい情報の空間的な広がりを示している.

2軸に関しては，.iEの方向に海外ニュ…ス，遠

方の家族との連絡が位置しており，情報の非日常

性を表している.逆に 負の方向には，旅行・趣

味が大きな値を示している.さらに，数値自体は

小さいが， 65オ以上，男性，仕事上の情報，福祉

情報，健康情報等が負の値となっており，日常的

な情報を示している. 2軸は情報の日常性を示し
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別居家族
との連絡

ていると解釈されよう.すなわち，欲しい情報と

して情報の空間的隔たり 日常性が反映している.

図-9には第1x 2軸平間上にサンプル得点、が
ブ口ットされている.閲からは身近な情報から遠

方の情報と幅広く散らばっているが，非日常的な

情報を欲する高齢者は少なく，逆に，日常的な情

報を欲する高齢者は多い.

6 r 2軸

• 4 
•• 

2 •• 1軸.…一.… 2 
鴨2I • 
幽4

関-9 サンプル散布図

結局，過疎地に居住する高齢者は，村内の情報，

とりわけ福祉，行政，仕事に関する情報，別居し

ている家族との情報交換や旅行や趣味に関する情

報をコンピュータに期待している.さらに，コン

ピュータには期待しないという高齢者も存在する.

(2 )コンピュータでできる技術

図-10にはコンピュ…タでできる技術に関する
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閑-10 カテゴリ散布閲

インタピュ…調査で得られた回答パターンを第 l

x2軸. 1 x 3軸平面上に示したものである.図

より，特になし，使わない，ホームページを作る

の3カテゴリーは原点から大きく離れており，そ

の他のカテゴリーとは大きく異なる.すなわち，

コンピュ…タに無関心である群，ホームベ}ジを

作るほどの非常に強い関心を持っている群に分類

できる.無関心という群はコンピュ…タ未経験者

の大半であろう.一方で，経験を積むことによっ

て非常に強い関心を持つ高齢者も存在することが

わかった.

次に，この3カテゴリ…を除いて同様な分析を

行った.第1.2. 3. 4軸のそれぞれの相関係数

は.0.225. 0.183. 0.177. 0.116と小さく，多くの

軸の解釈が必要であるが，前述の節(1)と同じよ

うに 2軸ま?の考察とする.関-11は第 1x 2軸
平面上にカテゴリーを示す.

1軸の正の方向にはコンピュ}タを少し使う，
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2軸 3i ・職業有

• e-HP見る
-1 tW1・ 叫男性
文書作成 1・メ…ル受信・ つト 65才以上

・ l
メール送信 -2 l 

2 

PC経験有
頻繁に使う ・

.情報検索
車」

ニュースを見る

1軸

• やや使う

図-11 カテゴリ}散布図

男性，職業有，ニュースを見る， 65オ以上が位置

し，負の方向にはメール操作，頻繁に使う，情報

検索が位龍している.1軸はコンピュータが使え

る程度を示している解釈される.

2軸に関しでは，正の方向に職業を持っている，

コンピュータ経験有り，頻繁に使う等が位置して

いる.また，数値自体は小さいが，ニュースを見

る，情報検索等も位置している.逆に，負の方向

にはメール交換， 65才以上等が位置している. 2 

軸は職業上の情報収集・高齢者の情報交換の軸と

解釈される.

図-12は，サンプルの得点を，第1x 2軸平聞

が同じように分布している.結局，高齢者はコン

ピュータを使わないグループ，情報収集にコンピユ}

3 r 
2軸

• 
• 

• 1軸

-2 ゅ 14•• 2 • ••• •• • ， • 
制2

図-12 サンプル散布閑

タを使うグループ，メ…ルによるコミュニケ…ショ

ンをするグループ，さらに自ら情報発信を行うグ

Jレ」プに分類される.ループに分類される.

(3 )欲しい情報

図 13は高齢者が「きみたのへやJという村役
場のホームページに載せるべきであると指摘した

具体的な情報の内容を整理したものである.なお，

表-6は「きみたのへやJの概要を示している.

% 

60 

指

摘

率

30 

20 

10 

O 

悶新情報

・無線情報

ロインターネット

悶実験議参加者の皆保へ

・医療・描祉情報

悶生活情報

閣制度情報

回教育・文化情報

聞農林業情報

図-13 きみたのへやに載せるべき村内情報

必要性をもっとも強く指摘しているのは村の無

線情報をホ…ムペ…ジに載せることである.村役

場が全世帯に設置してある無線放送システムを使っ

て村民に毎日情報を流している.その内容をホー

ムページに載せることは高齢者にとってコンピュー

タを使えば，聞いた情報や聞き逃した情報をいつ
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表-6 各世帯のパソコン端末から利用できる

「きみたのへや」情報

(1)楢祉情報流通サ…ピス

各施設の端末から特別襲護老人ホームなどの入退院管

理，保健婦・ヘルパのスケジュール管理，ホームヘル

プ・ディサーピス・ショートスティなどの施殺の利用

状視の検然，利用鷺録がで~~す.

・ショートスティサーピス利用管甥

.ホームヘルプサーピス利用管理

・ディサ…ピス利用管理 など

(2)人材派遣・ボランティア支援サービス

働きたいと思っている人の情報を登録・管現して、手

助けを必興としている人に紹介します. (補祉施設の

パソコン端来から利用可)

(3)コミュニティサービス
電子メールや掲邪板等を利用することにより行政と住

民，住民相互のコミュニケーションを活性イじするサー

ビス.

・無線情報

・福祉制度情報

・君悶ホームページ

・くらしの情報

内容

(案内)健康相談，予防捜種など

(イベント)お祭り，講演会など

(各種連絡)地区の集会連絡など

(その他)村内野球の試合結果など

6.楢祉行政とコンビュータシステム

( 1 )情報提示
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でも知ることができる大きな利点がある.このこ

とはコンピュ}タ導入時から約7ヶ月後高齢者の

コンピュータリテラシ}が進んだ一つの現われで

ある.

次に，要望の大きいものは村の新しい情報，医

療福祉情報であった.その他の情報の指摘は少な

表-7は高齢者と情報についてまとめたもので

ある.

し

逆に，君田村のホームページを指摘した高齢者

はぜ口であった.これは，君田村のホームページ

の更新が遅いという意見が多く，一度見れば，繰

り返してみる必要性がないと考えるためであろう.

指導日誌の分析結果からもそのことが記録されて

いる例が多い.

調査で聞いた情報内容は限られていたため，高

齢者の要望を十分把握できなかった.今後はより

細かい調査をする予定である.

コンピュータを利用できる高齢者はコンピュー

タで日常生活上役に立つ情報収集を議んでいる.

しかし，パネルデ}タの分析結果によると，高齢

者は，当初はコンピュ}タに興味を持って利用で

きるようになるが，次第にコンピュ…タを使わな

くなる.その理由として，欲しいと思っている村

の情報がほとんど吏新されていないこと，高齢者

向けの情報がないことが指摘された.また，メー

ル交換もほとんどないようである.これは，メー

ル交換相手がいないことが一番の原閣である.

結局，行政の情報をコンビュータネット上に公

開すること，かつ情報の吏新を常に行うことが重
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表-7 高齢者と情報

(1)情報コンテンツに対する工夫

常に，村のホームページの賀新を行う

高齢者も兇たくなる情報内容のユニパ…サル化

(2)欲しい情報

身近な情報から溜方の情報と輔広い

(3)日常的な情報

村内の無線情報，村の新しい情報，禰枇情報，行政に関

わる情報，仕事に関する情報，旅行や鰻昧に関する情報

(4)情報焚換

溜方に住んでいる家族との連絡

メールの相手がいない

要である.このためには，人材の確保が急務であ

る.また，行政以外の一般に公開されている情報

内容のユニパ}サル化も求められる.

さらに，一部の高齢者が口ンピュータを利用す

るの?はなく，コンビユ}タ利用できる高齢者が

増加することが大切である.このためには，高齢

者のコンピュ…タおよびソフトの開発，さらに操

作指導体制を阜急に考えることが必要になる.

(2 )コンピュータ支援体制

コンピュータリチラシ}の時経列変化の分析結

果によると，高齢者は早い段階からマウスやキ…

ボードを使えるようになっている.これは，集団

による講潤会よりも一対ーで操作指導を行う方式

が大きな効果を示したものと考える.

また，口ンピュータを使い慣れた高齢者でも操

作ミスによりコンピュ…タが作動しない場合が多

くある.このようなときの支援体制が重要である.

特に，中山間地域では必要である.

しかし，どのような支援体制が望ましいのいか

については今後の諜贈である.

7刷結 論

現在，過疎地において，高齢者福祉行政にコン

ピュータネットワークシステムを用いることが議

論されている.このためには，高齢者自らコンピュー

タを操作することが要求される.そこで，本研究

は君田村を研究対象に，高齢者に対するコンピュ…

タの操作指導とその効果を時系列的に調査，考察

した.以下に得られた知見を要約する.

(1) 高齢者に漉したコンピュータシステムの周辺

装置の開発が望まれるが，ほとんどの高齢者は

マウスやキーボ…ドを操作することができるよ

うになる.

(2) 高齢者のコンピュータ指導はかなりきめ細か

く，時聞をかけなければならない.

(3) 高齢者は，実験開始の早い段階にコンピュー

タをあきらめるグループ，初めの時点では積極

的にコンピュータ利用の義勢であったが，時間

とともに止めてしまうグループ，コンピュータ

を利用するの3つのグループに分けられる.

(4) 村役場が発情する情報の東新頻度が高齢者の

コンピュ…タリテラシーに大きな影響を及ぽす.

すなわち，村役場のホ…ムペ…ジ上の情報が古

いから見ない.見なければ，コンピュ…タ操作

方法を忘れてしまい，使わなくなるといった悪

循環になっている.

(5) 多くの高齢者は，コンピュータで探したいと

考えている情報は身近な地域のものから遠方の

地域のものまで幅広いが，日常生活に関するも

のが多い.また，福祉情報はもちろんであるが，

行政以外が一般に公開している情報も高齢者を

意識した提供が望まれる.すなわち，情報内容
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のユニバーサルデザインが求められる.

(6) コンピュ…タによるコミュニケ…ションの恭

本であるメールに関しては 初期の段階では多

くの高齢者がメ}ルを使えるようになっていた

が，時間の経過とともにメールを使わなくなっ

てきている.これは メール交換をする相手が

いないことが大きな原因である.

(7) 発進する情報の吏新 コンピュ…タ操作の指

導，およびコンピュ…タを使える高齢者であっ

てもトラブルが発生したときの支援体制等が重

要である.そのための人材確保が必要であると

考える.

本研究は 6時点のパネルデータを分析して多

くの成果が得られたものと考えているが残された

課題も多い.

(1) 高齢者のコンビュータリテラシーは個人属性

に大きく規定されると考えられるが，本研究で

はその点に関しでは十分調査されていない.今

後の課題である.

(2) 昨今では，音声入出力，テレピインターネッ

ト等最新のインタ…フェースが研究開発されて

おり，今後高齢者と新しいヂパイス等との関係

を研究する必要がある.
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(注)

(1) http://www.village.kimita.hiroshima.jp/ 
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